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﹁
脱
ハ
ン
が
﹂に
お
墨
付
き

　　 　　政政府府、、押押印印規規制制見見直直しし

規規
制制
改改
革革
会会
議議
がが
旗旗
振振
りり

契約の電子化넒管理費削減

行政手続きデジタル化

テレワークの障害 除く 民民
間間
のの
動動
きき
活活
発発
にに

ズィウ ナロコ
ｈｔｉｗ ＡＮＯＲＯＣ

パソコン決済　無料開放

押印に令する見直し対象となるもの

行政化続き
•社会保険・労働関係（健元保険、儀用保険など及び労働基準、
労働安全などの各種申請・届出）

•各種証山書（就労証山書、在職証山書など）
•安全規制땆施設などの点検떵検査떵責大者などについて届出など땇
•業法（営業についての許認可・変免申請・各種届出など）
•国税・地方税

•補助金・交付金（交付申請、変免申請、交付、実績報告、員果
報告など）

•統計・調査

•会計、人事関係書面など（契約書、領収書、見積書、承諾書、
決裁など）

•地方公共団体の化続など
民間の去慣行などに」る化続き
•契約書以外の取引関係書類（請求書、領収書、納品書、確認書
など）

•不動産関係（売買時の重要事円説山書の書面交付など）
•金融関係（口座開廃、振込変免など、顧客と金融機関間の化続
の書面・押印など）

•会社法など一般法関係（取締役会議事録の取締役押印など）
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契約成立を証明する化段

①継続的な取引令係がある場合

•取引先とのメーやのメーやアドレス・本文及び日時
等、送受信記録の保存（請求書、納品書、検収書、
領収書、確認書など）

②新規に取引令係に入る場合

•契約締結前段階での本人確認情報（氏名・住所等及
びその根拠資料としての運転免許証など）の記録・
保存

•本人確認情報の入化過程（郵送受付やメーやでのＰ
ＤＦ送付）の記録・保存

•文書や契約の員立過程（メーややＳＮＳ上のやり取
り）の保存

③電子署名や電子認証ぎービスの活用

•利用時のログイれＩＤ・日時や認証結果などを記録
・保存できるサービスを含々

内閣府など「押印についてのＱ＆Ａ」から抜粋

電子署名を認可

「クもウドぎイン」の押印画面イメージ。契約済みの契約書をアップロードし押印・署名
などの場所を指定（弁護士ドッちがべ提供）

テレよークの増加が電子署名ぎービスの拡販を後押し땆イメーけ땇

　 新型がロっウイやスの感染防止利としてたレよーえの

導入が広がる中、行政化続きや企業間の契約で押印を不

要とする「とれがレス化」の議論が加速している。健済

下から、たレよーえの名害となる規制・制度を見直す緊

急要望を受け、政府は押印に関する規制の改革を急ぐ。

政府の対応やえもウドを活用した電子署名サービスの現

状を探った。 （２面参照、編集委員・宮里秀司）

電子署名の普及でとンが文化は過去のものになるか…땆イメーけ땇
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
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
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
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
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＆
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
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﹁
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き
뗙

の
二
つ
に
分
か
れ
る

さ

ら
に
政
府
の
規
制
改
革
推

進
会
議
︵
及
林
喜
光
議
長

룄
三
菱
お
へ
い
や
ホ

や

だ

れ
グ
ス
会
長
︶
は


５
月

日
付
で
各
府
省
に

対
し
て
﹁
具
体
的
基
準
﹂

を
示
し
た
上
で

再
検
討

を
依
頼
し
た

各
府
省
に

対
し

」
り
踏
み
込
ん
だ

対
応
を
迫

た
格
好
だ


　
押
印
な
ど
を
め
ぐ

て

は

法
務
省
が
５
月

日

に
電
子
的
に
作
員
さ
れ
た

取
締
役
会
の
議
事
録
の
承

認
に
つ
い
て

え
も
ウ
ド

を
活
用
し
た
電
子
署
名
を

認
め
る
こ
と
を
健
団
連
な

ど
の
健
済
団
体
に
通
知
し

た

会
社
法
は
取
締
役
と

監
査
役
に

取
締
役
会
の

議
事
録
へ
の
署
名
。
た
は

記
名
押
印
を
体
務
付
け
て

い
る

電
子
的
に
作
員
さ

れ
た
議
事
録
で
は
電
子
署

名
を
認
め
て
い
た
が
種
安

は
山
確
で
は
な
か

た


　
電
子
署
名
は
①
Ｉ
Ｃ
い


ド
を
い

ド
リ

す


で
読
み
取
り
自
分
自
身
で

署
名
す
る
﹁
い

ド
型
﹂

②
離
れ
た
場
所
か
ら
え
も

ウ
ド
上
で
自
分
自
身
が
署

名
す
る
﹁
リ
モ

ち
型
﹂

③
え
も
ウ
ド
上
で
署
名
を

す
る
が
第
三
者
が
代
行
す

る
﹁
え
も
ウ
ド
型
﹂
뗙
に

大
き
く
分
か
れ
る
뗇今
回
뗆

三
つ
目
の
え
も
ウ
ド
型
が

新
た
に
認
め
ら
れ
る
こ
と

と
な

た


　
行
政
化
続
き
で
は
か
ね

て

﹁
書
面
主
体
﹂
﹁
押

印
働
則
﹂
﹁
対
面
主
体
﹂

の
見
直
し
が
求
め
ら
れ
て

き
た

厚
生
労
働
省
関
係

で
６
月

日
に
開
か
れ
た

﹁
だ
け
タ
や
ガ
ど
メ
れ
ち

　
よ

う
れ
グ
・
グ
や


ば
︵
Ｗ
Ｇ
︶
﹂
の
オ
れ
も

イ
れ
会
議
で
は

就
業
規

則
や

協
定
な
ど
の
届
け

出
が
議
題
と
な

た


　
会
議
で
は
押
印
働
則
に

つ
い
て
﹁
委
員
か
ら
は
直

ち
に
見
直
す
べ
き
だ
と
厚

労
省
に
鋭
く
迫

た
場
面

も
あ

た
﹂
︵
内
閣
府
規

制
改
革
推
進
室
の
担
当

者
︶

政
府
は
元
々

規

制
改
革
推
進
会
議
な
ど

で

国
や
地
方
自
治
体
に

」
る
行
政
サ

ビ
ス
の
電

子
化
に
向
け
た
検
討
を
始

め
て
い
た

そ
こ
へ
新
型

が
ロ
っ
の
感
染
拡
大
と
い

う
危
機
が
迫

た
こ
と
か

ら

民
間
か
ら
の
書
面
で

の
申
請
や
押
印
が
必
要
だ


た
行
政
化
続
き
の
電
子

化
が
加
速
し
た


　
政
府
の
だ
け
タ
や
化

は

電
子
署
名
法
が
２
０

０
１
年
４
月
１
日
に
施
行

さ
れ

電
子
署
名
が
化
書

き
の
署
名
や
押
印
と
同
等

に
通
用
す
る
法
的
基
盤
と

し
て
整
備
さ
れ
て
い
た


だ
が
﹁

年
前
か
ら
ビ
け

て
ス
文
書
に
つ
い
て
だ
け

タ
や
化
の
規
制
緩
和
は
始

。

て
お
り

現
行
で
も

約
９
割
の
文
書
は
だ
け
タ

や
保
存
が
で
き
る
﹂
︵
公

認
会
計
士
で
び

な

ロ

け

え
︿
東
京
都
品
川

区
﹀
社
長
の
横
山
公
一

氏
︶
こ
と
は

あ
。
り
知

ら
れ
て
い
な
い


　
横
山
氏
は
﹁
日
本
で
は

人
工
知
能
︵
Ａ
Ｉ
︶
や
Ｉ

ｏ
Ｔ
︵
モ
で
の
イ
れ
タ


て

ち
︶

Ｒ
Ｐ
Ａ
︵
ソ

の
ち
ウ
エ
ア
ロ
ボ

ち
に

」
る
業
務
自
動
化
︶
な
ど

を
言
う
前
に

。
ず
は
目

の
前
の
紙
と
印
鑑
を
何
と

か
し
。
し

う
と
言
い
た

い
﹂
と
指
摘
す
る



